
置戸町簡易水道事業 

 

令和８年度水質検査計画 

 

　水道法施行規則第１５条第６項の規定により、安全で安心できる水道

水を供給するため、令和８年度の水質検査を行うための水質検査計画を

策定し、公表いたします。 

 

１　水質検査の概要 

 

　水道水質基準は、水道法が施行されて以来、常に新しい知見を基に必

要に応じて改正されており、現在の水質基準項目は令和７年６月の一部

改正により４月から施行され、５２項目を定期的に水質検査することと

なっています。 

また、水道水において衛生面に影響を及ぼす可能性が高いとされ、塩

素耐性を有する病原性微生物「クリプトスポリジウム」についても、定

期的な検査を実施することとされております。 

 

２　置戸町簡易水道事業の概要 

 

（１）置戸地区簡易水道事業 

　置戸地区簡易水道は、１９５８年（昭和３３年）置戸町字拓殖３７７

番地先（緑川右岸）常呂川水系常呂川支流緑川を水源として１日最大給

水量７５０㎥の使用許可を受け給水を開始しています。 

　この間、昭和５２年、５３年において第２次拡張工事を行い、給水量

の拡大（１日最大給水量２，６５５㎥）を図るとともに汚濁解消のため、

昭和５９年置戸町字拓殖２９３番１網走東部管理区１４林班（三の沢川

右岸）常呂川水系緑川支流三の沢川に一部取水口を変更し、良質な水の

安定的供給への礎が確立されました。 

　勝山地区簡易水道は、１９７９年（昭和５４年）置戸町字春日３３３

番地先（林班界の沢川左岸）常呂川水系仁居常呂川支流林班界の沢川を

水源として１日最大給水量１５０㎥の使用許可を受け給水を開始してい



ます。簡易水道再編推進事業により置戸地区からの給水が開始されまし

た。 

　令和６年度の給水人口は置戸地区２，０３９人、勝山地区１５９人、

１日平均給水量は１，８８５㎥です。 

 

（２）秋田地区簡易水道事業 

　秋田地区簡易水道は、置戸町字秋田９３０番５地先（訓子府支流川左

岸）常呂川水系訓子府川支流訓子府支流川を水源として、１日最大給水

量３４５㎥の使用許可を受け、幸岡・富岡地域は平成１４年に、また、

秋田地域につきましては平成１６年に給水が開始されました。 

平成３０年度より簡易水道再編推進事業により置戸地区からの給水も

併せて開始されました。 

　令和６年度の給水人口は１７４人、１日平均給水量は１４８㎥です。 

 

３　水質検査計画 

 

（１）水質検査の基本方針 

置戸及び勝山地区簡易水道の水源である常呂川水系緑川支流三の沢川、

秋田地区簡易水道の水源である常呂川水系訓子府川支流訓子府支流川の

特徴及び水質管理において留意すべき事項を基本方針とし、水質検査を

実施いたします。 

 

　検査地点　原水は浄水場の入口（着水井）、浄水は水質基準が適用さ 

れる末端給水栓（蛇口）を検査地点とします。 

検査項目　原水検査は、過去の検査結果を踏まえ４０項目の検査を年 

１回行います。またクリプトスポリジウム及びその指標と 

なる指標菌の検査を行います。浄水検査は、水道法で検査 

が義務付けられている水質基準項目５２項目を過去の検査 

結果を踏まえて行います。 

 

 

 



（２）検査項目及び検査頻度 

　原水検査　最も水質が悪化する時期を考慮し、８月に４０項目の水質 

検査を行います。病原性微生物「クリプトスポリジウム」 

の検査は３か月に１回、それ以外の月にはクリプトスポリ 

ジウムの指標となる大腸菌・嫌気性芽胞菌（指標菌）検査 

を行います。 

　浄水検査　毎日検査は、１日に１回各配水池の系統別末端給水栓にお 

いてＰＨ・色・濁り・残留塩素の検査を行います。 

毎月検査は、１か月に１回各配水池の系統別末端給水栓に 

おいて水質変化の指標となる９項目に必要項目を加え検査 

を行います。 

　　　　　　定期検査は、３か月に１回、各配水池の系統別末端給水栓 

において省略不可能な２０項目に必要項目を加えて検査を 

行います。 

　　　　　　全項目検査は、１年間に１回、全ての水質基準全項目の水 

質検査を行います。 

有機フッ素化合物（ＰＦＯＳ及びＰＦＯＡ）の検査につい 

て、１年間に１回、浄水項目での検査を行います。 

 

（３）有機フッ素化合物（ＰＦＯＳ及びＰＦＯＡ）について 

令和７年の水質基準改正により、有機フッ素化合物（ＰＦＯＳ及びＰ

ＦＯＡ）は水質基準項目に追加され、浄水において基準値以下であるこ

とが求められます。 

置戸町では以下のとおり監視体制を強化します。 

原水検査に有機フッ素化合物を追加（年１回） 

浄水検査では水質基準５２項目の一部として毎年全項目検査で確認 

必要に応じて臨時検査を実施 

国の動向に合わせ、有機フッ素化合物の監視と情報収集を継続します。 

 

 

 

 



（３）検査採水地点 

　原水検査　各浄水場の入口（着水井）において、検査（採水）を行い 

ます。 

　浄水検査　各配水池の下記施設において検査（採水）を行います。 

　　　　　　＜置戸地区＞ 

　　　　　　境野公民館の給水栓 

　　　　　　＜勝山地区＞ 

　　　　　　勝山浄化センターの給水栓 

　　　　　　＜秋田地区＞ 

　　　　　　秋田地区住民センターの給水栓 

さらに、水道法に基づく１日１回の検査は、配水系統ごとに検査地点

を特定し検査を行います。 

 

（４）臨時の水質検査　 

　水源等で、次のような水質変化があり、その変化に対応した浄水処理

を行うことができず、給水栓の水で水質基準値を超える恐れがあるとき

は、直ちに取水を停止して、必要に応じて水源、浄水場、給水栓等から

水を採水し、臨時の検査を行います。 

 

・原因不明の色及び濁りが生じる等、水質に著しい変化が見られたとき。 

・臭気に著しい変化が生じるなどの異常があったとき。 

・その他必要があると認められるとき。 

 

臨時の水質検査は、水質異常が発生したとき直ちに実施し、水質異常

が終息し、給水栓の水の安全性が確認されるまで行います。 

 

（５）水質検査の委託とその内容 

毎日検査・採水業務は委託業者に、水質検査・成績書の発行業務は、

水道法第２０条第３項による地方公共団体又は厚生労働大臣の指定する

者に委託して行います。 

 

 



（６）水質管理において留意すべき事項 

①　浄水の水質検査結果を基に、水質の安全性を判定し評価を行いま 

す。原水に関しても同様の評価を行い、水質管理の指標とします。 

②　水質検査計画は、過去の検査結果等を考慮して、毎年度見直しを 

行います。 

③　検査計画外の項目については、必要があれば臨時の水質検査とし 

て取り入れて行きます。 

 

４　お客様の声と水質検査 

安全でおいしい水を安定的に提供するために、町は水質検査計画と検

査結果を町ホームページ等で公表し、利用者皆様からのご意見をいただ

いて水質検査計画の見直しを行い、より安心できる簡易水道をめざしま

すので、皆様からのご意見をいただければ幸いです。


